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1、 背景と目的 
交通事故は左右の見通しの悪い狭い路地の交

差点での場合が多い。周囲の状況に関係なく車載

の装置で左右の状況がわかれば事故減少に繋が

る。本研究では、森岡（2007）による先行研究の

測定データを、パラメータを変えた再実験により

検証した。通過する自動車の走行音を左右二つの

マイクで録音すると 50Hz 付近の矩形波が得られ

た同研究のデータは、音波同士の干渉を容易に判

別でき、自動車の到来方向を判定するシステムの

開発に繋がると期待された。本研究は、追実験に

よる基礎データの取得と検証を目的とする。 

 
2、 実験方法 

図１のように2.5ｍ間隔で左右にマイクを0.6m
の高さに配置し、右から移動してくる自動車の走

行音を様々な条件で録音した。録音したデータを

パソコンに転送し、音声処理ソフト「音声工房」

を使い波形解析した。 
3、 実験結果 

実験は様々な録音条件で計 60 例実施した。一

例として、図 2 は、マイク L,R にゲインを最大に

したアンプを通し MD に録音したデータである。

この他に、マイク L,R に 50Hz 帯の低周波増幅可

能なイコライザー回路を通し、MD へ録音したデ

ータやアンプによる過度な増幅を行わないデー

タなどを取得した。いずれも固定した二つのマイ

クに自動車が向かってくる時間帯と走り去る時

間帯の音の波形を調査した。 
4、 考察 
図 2 の波形解析を試みたが波形が複雑で L，R

の対応の判断が困難であった。平均スペクトルを

見ると 50Hz と 1kHz の成分が卓越してあり、

1kHz の高周波が波の主成分であると考えた。

1kHz 成分を減衰させるため、簡単な RC ローパ

スフィルターを作成し、それを通して録音を試み

たが簡単なフィルターでは、高周波の成分の減衰

は十分でなかった。そこで、森（2008）により製

作されたイコライザーを通し録音すると、高周波

は減らせ、所々、矩形波に似たような波形になっ

た。しかし、依然L,Rの対応の判断は難しかった。 
左右の波形が違っており、矩形波が出ないのは、

MD が原因ではないかと考え、森岡（2007）と同

じようにサウンドカードを購入し録音したが、左

右の波が大きく異なり、矩形波も現れなかった。 
 図 3 では、イコライザーを用いてアンプを介さ

ずに録音したデータを別のＰＣで再生し、サウン

ドカードとアンプを通して標本化周波数 3000Hz
で録音した。すると、サウンドカードを用いて標

本化周波数を 1000Hz で録音した時とは違った波

形になった。これは、波形としては森岡（2007）
のデータに近づいたが、L,R の対応の判断は依然

難しいと結論された。 
5、まとめ 
 本実験により、森岡（2007）のデータは偶然が

重なった結果であることが濃厚となった。そのた

め、システム製作までには至らなかった。 
 

   
      図 2 MD 録音の例 

 

   
 図 3 低サンプリングレートでの再録音の例 
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図１ 実験概念図 
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